
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１２日、広島県北広島町の家きん農場で高病原性鳥インフルエンザ

（HPAI）の疑似患畜が確認されました。 

今シーズン、国内で 10例目の確認となります。 

発生の概要は以下のとおりです。 

1 発生農場の概要 

所在地：広島県北広島町    飼養状況：約 80,000 羽（採卵鶏）  

2 経緯 

・３月１１日、農場から死亡羽数が増加している旨の通報を受け、 

農場への立ち入り検査を実施。鳥インフルエンザの簡易検査を実施し、 

陽性であることが判明。 

・３月１２日、遺伝子検査を実施した結果、 

高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることを確認。 

＜今シーズンのこれまでの発生状況＞ 

 

 

 

 
 

 

 
 

☆野鳥では、R5.10 月以降 129 事例で高病原性鳥インフルエンザウイルスが

確認されており（３月 11 日現在）、直近では近隣県（岩手県（ハシブトガラ

ス）、新潟県（ノスリ））でも確認されています。 
 

 

 

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和６年３月１２日発行 

月発行 

広島県で高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認！ 

今シーズン国内 10例目 

今回の発生場所 

広島県北広島町 

○引き続き野生動物（野鳥など）の農場への侵入防止対策の徹底！ 

○飼養家きんに異常を発見した場合は、すぐに当所までご連絡ください 

最上家畜保健衛生所 電話：０２３３－２９－１３５７   

例数 発生場所 発生日 種類 飼養羽数 ウイルス亜型

1 佐賀県 R5.11.25 採卵鶏 約4万羽 H5N1

2 茨城県 R5.11.27 採卵鶏 約7.2万羽 H5N1

3 埼玉県 R5.11.30 採卵鶏 約4.5万羽 H5N1

4 鹿児島県 R5.12.3 採卵鶏 約2.3万羽 H5N1

5 群馬県 R6.1.1 採卵鶏 約36万羽 H5N1

6 岐阜県 R6.1.5 肉用鶏 約5万羽 H5N1

7 山口県 R6.1.27 採卵鶏 23羽 H5N1

8 香川県 R6.2.6 採卵鶏 約11万羽 H5N1

9 鹿児島県 R6.2.11 肉用種鶏
約1.3万羽

（関連農場含む）
H5N6


